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第 43回企画部会 議事録 

 

１ 日 時 令和７年７月 22日（火） 16:47～17:13 

 

２ 場 所 総務省第二庁舎７階大会議室及び Web会議 

 

３ 出席者 

 【委  員】 

椿 広計（部会長）、津谷 典子、會田 雅人、清原 慶子、久我 尚子、佐藤 香、白塚 重典、 

菅 幹雄、富田 敬子、櫨 浩一、福田 慎一、二村 真理子、松村 圭一 

 【幹事等】 

   総務省政策統括官（統計制度担当）、内閣府大臣官房立案総括審議官、 

   日本銀行調査統計局参事役 

 【審議協力者】 

東京都総務局統計部長 

【事務局（総務省）】 

  統計委員会担当室：谷本室長、赤谷次長 

   政策統括官（統計制度担当）： 阿南総務省大臣官房審議官 

                 植松統計企画管理官 

 

４ 議 事 

令和６年度統計法施行状況に関する審議について 

 

５ 議事録 

○椿部会長 それでは、改めまして、ただ今から第第43回企画部会を開催いたします。 

 早速議事に入らせていただきます。先ほど統計委員会の最後におきまして、令和６年度における統計

法施行状況の報告及びその審議について、企画部会に付託されたところです。 

 まずは、統計法施行状況について、各府省の統計調査等の実施状況、あるいは公的統計基本計画の推進

状況などを総務省政策統括官室から御報告をお願いしたいと思います。よろしくお願いいたします。 

○沼川総務省政策統括官（統計制度担当）付統計企画管理官室企画官 総務省政策統括官室です。 

 先ほど第219回統計委員会において、委員会資料７のとおり、総務大臣から統計委員会に対して、令和

６年度の統計法施行状況について御報告いたしました。本日は、その概要につきまして、お手元の資料１

の「令和６年度統計法施行状況報告の概要」にて簡潔に御説明いたします。 

 なお、先ほど申しました報告書の冊子である、統計委員会資料の資料７、正確には資料７の「別添」で

すが、こちらも適宜御参照いただければと思います。 

 それでは、お手元の資料１の表紙をおめくりいただきまして、１ページ目の「１．令和６年度統計法施

行状況報告の構成」を御覧ください。 

 白丸（○）の１番目、この報告は、統計法55条の規定に基づきまして、毎年度の同法の施行状況に関し、
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各府省等の報告を総務省において取りまとめて、その概要を記述したものであり、インターネットを通

じて公表するとともに、統計委員会に報告するものであります。また、この施行状況報告の取りまとめの

中で、公的統計基本計画の推進状況のフォローアップを併せて行っております。 

 白丸（○）の２番目、令和６年度の施行状況報告は、令和５年３月閣議決定である第Ⅳ期の基本計画が

開始されてから２度目、今回は２年度目の取りまとめとなるものです。 

 その下の「令和６年度施行状況報告」、報告書冊子の方の構成ですが、３部構成で取組状況を掲載して

いるところ、このスライド下半分にも構成図をお示ししていますとおりですが、これは前回の報告と同

様です。第１部は令和６年度における主な統計行政の動きを概括したもの、第２部は基本計画の内容や

進捗状況について各府省の報告を取りまとめたもの、そして、３つ目の第３部は、公的統計の作成、統計

情報の提供でありますとか、調査票情報等の利用及び提供、統計リソースの確保・人材育成等々の各種状

況を取りまとめたもの、とそれぞれなっております。 

 １枚おめくりいただきまして、２ページ目の「２．令和６年度における統計行政の主な動き」を御覧く

ださい。こちらは、令和６年度施行状況報告冊子の第１部と同じタイトルであり、５つの項目につき、そ

の年度のトピック、概要という形でこのスライドでは記載をさせていただいております。 

 なお、報告書冊子の方では、３ページ目以降に、この５つの項目について詳細を記載しておりますの

で、後ほど併せて御参照いただければと思います。 

 まず、１としまして、先ほど統計作成プロセス部会の審議状況報告でもありましたが、ＰＤＣＡサイク

ルによる公的統計の品質確保の取組を記載しております。各府省が統計調査実施後に行う事後検証であ

る点検・評価、そしてその点検・評価とは車の両輪の取組である、第三者診断である総務省の統計作成プ

ロセス診断、いずれも全体で見れば、令和６年度は５年度を大きく上回るペースで精力的に実施されて

おりまして、また、これらを通じて把握した改善事例や好事例は、総務省から各府省に共有し横展開を図

るなど、政府全体での品質向上の好循環が形成されるよう、取組を進めているところです。 

 次に、２としまして、５年に一度、西暦の末尾が原則０と５の年を対象年として、10府省庁の共同事業

として作成する産業連関表ですが、2020年、令和２年産業連関表を令和６年６月に公表したところです。 

 これにより我が国の経済構造を俯瞰できるほか、経済予測やＧＤＰ推計等にも利用されているこの産

業連関表、今回の作成対象年である2020暦年は、御存じのとおり、第１回目の緊急事態宣言の発出を始め

とする、いわゆる一連のコロナショックが発生した年であり、これにより、例えば、運輸、飲食・宿泊な

どの部門への影響が顕著となるなど、財・サービスの生産状況や産業相互間の取引状況など、当時の全体

の状況がつまびらかになったところです。 

 次に、３としまして、５年ごとの大規模周期調査である令和６年度経済センサス‐基礎調査が昨年６

月に実施され、その後、今年、令和７年５月に速報集計結果が公表されており、我が国の全産業分野にお

ける事業所・企業の基本的構造を明らかにするとともに、事業所・企業を対象とする各種統計調査の基盤

となる情報の整備に活用しているところです。 

 次に、４としまして、統計に係る国際貢献の一環として、我が国は、国連統計委員会の委員国を1962年

以降ずっと、途中70年から72年までの３年間を除き、60年近くにわたり継続して務めてきたところです

が、去年、令和６年４月の国連経済社会理事会における一部改選の結果、我が国も引き続き再選され、令

和10年まで委員国を務めることとなったところです。 

 また、その後、令和７年３月の国連統計委員会では、国民経済計算の新たな国際基準である2025ＳＮＡ
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や、ＳＤＧグローバル指標の枠組みの包括的な見直し等について、活発な議論が行われたところですが、

我が国からも検討すべき課題や我が国の取組等に係る発言を行うなど、同委員会での決定に至るまでの

議論に参画、関与しましたところ、今後とも委員国として国連統計委員会等の諸活動に積極的に貢献し

ていく所存であります。 

 最後に５としまして、これまで調査所管府省庁ごとだった、公的統計における調査票情報（個票デー

タ）の提供（二次的利用）に係る手続について、この迅速化・円滑化の取組として、今年、令和７年３月

末から、ｍｉｒｉｐｏ（ミクロデータ利用ポータルサイト）上に、ｅ－Ｍｉｃｒｏ（ミクロデータ利用電

子申出窓口）を開設して、受付窓口の一元化、及び申出から利用後の報告までの一連の手続の集約を図る

とともに、リモートアクセス方式による調査票情報の提供も開始したところです。 

 １枚おめくりいただきまして、資料の３ページ目を御覧ください。こちらは、報告書冊子で言います

と、第２部として、基本計画の推進状況、つまり、第Ⅳ期基本計画の別表に記載された内容、５年間の計

画期間内に講ずる具体的施策について、令和６年度末時点の検討状況または進捗状況を整理したもので

す。 

 報告書の冊子の方では、10ページ以降に、うち、一部の主な取組実績に係る概要等を記載しており、そ

して、77ページから117ページまでの約40ページにわたって、この５年間の計画期間内に講ずる具体的施

策、118の事項別の推進状況について、かなり分量が多いのですが、それぞれ記載をさせていただいてい

るところです。 

 本資料、今御覧いただいている概要資料の３ページ目では、それらの具体的措置、施策等の一部を、「令

和６年度における主な取組実績」として整理させていただいております。記載のとおり、５項目につい

て、それぞれ、ここでは全体の一部ですが、主な取組実績を取り上げて記載しております。 

 幾つかかいつまんで御説明しますと、まず、表の一番上、「国民経済計算の精度向上・充実」の一例と

しましては、右の欄にありますとおり、今年、国連で採択された2025ＳＮＡの策定過程において、先ほど

も申したとおり、意見表明や発言等、積極的に関与しているところです。 

 ２番目の「経済統計の体系的整備の推進」の一例としては、次回、令和８年経済センサス-活動調査の

調査事項の見直しについて、ＳＮＡのＳＵＴ体系移行も見据えて、これに使用する生産物分類への対応

として、調査の品目案の策定、これは具体的にはサービス分野の改善と財分野の導入ですが、この策定を

行ったところです。 

 ３番目、真ん中の「雇用・労働環境に関する新たな統計の整備等」の一例としては、記載にありますと

おり、毎月勤労統計調査について、記載のとおり、母集団労働者数の推計方法の見直しであるとか、季節

調整法の見直しなど、更なる結果精度の向上を目指した調査の改善を図ったところです。 

 ４番目と５番目も、一例として記載のとおり、４番目は「調査票情報等の提供及び活用」では、匿名デ

ータやオーダーメード集計について、提供する統計調査の年次を追加するなど充実させたり、一番下の

５番目、「地方公共団体との連携・支援」では、統計の品質確保・向上に資する情報の提供・横展開を図

ったり、などしているところです。 

 これら５項目に係る主な取組実績の詳細につきましては、報告書冊子の10ページから12ページにかけ

ても記載しておりますので、併せて御参照いただければと思います。 

 １枚おめくりいただきまして、４ページ目を御覧ください。こちらは、報告書冊子では第３部に相当す

るものとして、第Ⅳ期基本計画の項目ごとに実施状況の概要について整理をしたものになります。報告
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書冊子では19ページ以降に、本文は60ページ近くにわたっておりまして、これに資料編も含めると90ペ

ージにわたって、かなり分量が多いのですが、それぞれの項目について記載をしております。 

 本資料、御覧いただいている概要資料の４ページ目では、その中から幾つかかいつまんで紹介させて

いただいています。「令和６年度における取組の関連指標」の一覧表ですが、縦列の、表の右端から２列

目の「令和６年度」の列が今回報告の実績、右端の「令和５年度」の列は、比較のための参考情報、前回

実績となります。 

 表左側の、太字で濃い青色の背景色の行である大項目レベルの紹介で恐縮ですが、上から、「公的統計

の作成」であったり、次の「統計情報の提供」の状況、この中には御覧のとおり、若干下の方に「ｅ－Ｓ

ｔａｔの統計表アクセス件数」があったり、その下では「調査票情報等の利用及び提供」の状況、そして

次の「公的統計の品質確保・向上」に係る各種取組の状況、その次は「オンライン調査の推進」状況、そ

して一番下の「統計作成の効率化」に向けた取組状況、これは統計作成に当たっての、行政記録情報やビ

ッグデータの活用状況等々ですが、以上、基本計画の取組状況のフォローアップのため、公的統計の整備

について全体の状況を俯瞰できる指標などを掲載させていただいているところです。 

 いずれの指標も、御覧のとおり、前回報告時から若干の数値の上下動はありますが、総じて、水準に大

きな変更はなく、あるいは、私が申し上げるのも大変僭越で恐縮ですが、指標によっては、例えば、ｅ－

Ｓｔａｔの統計表アクセス件数であったり、オンライン調査の導入率やオンライン回答率、あるいは、点

検・評価の実施件数、あるいは、政府機関の統計業務資格である統計データアナリスト・アナリスト補の

認定数等々、指標によっては比較的堅調に推移、進捗している取組も少なくないのではないかな、とも思

われる状況と認識しているところです。 

 最後、スライドをおめくりいただきまして、資料の５ページ目ですが、こちらは参考資料であり、上の

方の記載は、第Ⅳ期の公的統計基本計画の構成、そして、下の図は、統計法施行状況報告による基本計画

の推進と評価の仕組みや枠組み、そして、統計委員会の権能について整理したものとなっております。こ

ちらは参考としていただければと考えております。 

 少し長くなり恐縮ですが、事務局からの説明は以上です。 

○椿部会長 御説明ありがとうございました。 

 それでは、ただ今の御報告につきまして、何か御質問等あれば、よろしくお願いします。 

 松村先生、よろしくお願いいたします。 

○松村委員 御説明ありがとうございました。最後に言及のあった４ページ目の数値のところですが、

統計情報の提供のところでｅ－Ｓｔａｔのアクセス件数ですが、５年から６年について、顕著というか、

かなり激増していますが、この背景や要因をどのように分析されているのかという質問が１点目です。

あと、もう１点は意見になりますが、その下の方のオンライン調査の推進について、今、一生懸命オンラ

イン回答率を上げるということでやっておられて、恐らく足元ではこういった数値を追っていくという

のがまずは今の段階だと思います。先ほど清原先生から御報告のあったデジタル部会での取りまとめの

中でも、今後、疑義照会の件数や督促件数の増減などを見ながら、業務の効率化とか正確性向上にどのぐ

らい寄与しているのかという指摘もあったと思います。先々になると思いますが、そういう視点も踏ま

えて見ていかれるのが重要かと改めて思いました。 

○椿部会長 どうもありがとうございます。 

 １点、質問をまず承りました。 
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○沼川総務省政策統括官（統計制度担当）付統計企画管理官室企画官 総務省政策統括官室です。ご質問

とご意見の２点をいただきました。ありがとうございます。２点目のご意見の方は承知いたしました。 

 １点目の、ｅ－Ｓｔａｔの統計表アクセス件数の増加についてですが、こちらは、大変恐縮ながら、担

当の方ではこのアクセスログを取得している状況で、詳細な要因分析までは特段行っていないと聞き及

んでいるところですが、考えられることとしては、担当者から聞いたところでは、昨年度等は、ｅ－Ｓｔ

ａｔを広めることも目的に、地方自治体への講師派遣の際にｅ－Ｓｔａｔの紹介を行ったり、自治体総

合フェア等々のイベントにおいて、この周知活動も積極的に行ったりしていると聞き及んでいるところ、

そういった周知のための努力も、ある程度、件数増加に寄与・影響している可能性もあるのかな、と考え

ているところです。 

○椿部会長 松村先生、いかがでしょうか。 

○松村委員 ありがとうございます。非常に前向きな結果が出ているものについても、そういったよい

事例の分析をしていただいて、今後にぜひつなげていただければと思います。よろしくお願いします。 

○沼川総務省政策統括官（統計制度担当）付統計企画管理官室企画官 貴重な御指摘ありがとうござい

ます。ｅ－Ｓｔａｔの今後の展開につなげるためにも、利用実態の的確な把握や要因分析は有用と考え

ていますので、これらに努めていけたら、と存じます。承知いたしました。 

○椿部会長 どうもありがとうございました。 

 ほか、いかがでしょうか。福田先生の手が挙がっております。福田先生、よろしくお願いします。 

○福田委員 ｅ－Ｓｔａｔの話が出たので、私からも若干関連する御質問をさせていただきます。ｅ－

Ｓｔａｔは私もしょっちゅう使っておりますが、それとは別に統計ダッシュボードというのが総務省か

ら公表されていて、これは使い勝手がいい、分かりやすいといえば分かりやすいのですが、それとｅ－Ｓ

ｔａｔとのすみ分け、あるいは統計ダッシュボードとこの統計委員会の関連というのはどういうふうに

位置付けられているのか、あまり理解していないので、もし整理されているのであれば、教えていただけ

ると助かります。 

○沼川総務省政策統括官（統計制度担当）付統計企画管理官室企画官 御質問ありがとうございます。総

務省政策統括官室です。 

 御指摘いただきました統計ダッシュボードはｅ－Ｓｔａｔの機能の一つであり、前者は後者に含まれ

る関係と認識しているところです。ｅ－Ｓｔａｔの機能には大きく３つ、「統計データを探す」、「統計デ

ータを活用する」及び「統計データの高度利用」の３つがあります。統計ダッシュボードは、それらの中

で２つ目の「統計データを活用する」機能の一部を成しており、いわゆる統計データを検索、ダウンロー

ドするだけではなく、統計データのグラフや地図上への表示であるとか、統計データをより便利に使え

るよう、いわゆるグラフ、地図、地域に特化した機能を提供するという、１つ目の「統計データを探す」

から一歩進んだ機能と承知しているところです。こちらについても今後利用拡大が見込まれますので、

より使いやすいものとなるように、そこはもろもろ改善を図っていけたらな、と考えているところです。

すみません。お答えになっておりますでしょうか。 

○福田委員 例えば、さっきのｅ－Ｓｔａｔのアクセス件数に統計ダッシュボードのアクセス件数とい

うのは含まれているのですか、含まれていないのですか。 

○沼川総務省政策統括官（統計制度担当）付統計企画管理官室企画官 いわゆるこの、令和６年度の約

6,653万件や令和５年度の約3,487万件というのは、単純に「統計表ダウンロード件数」になりますので、
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おっしゃるとおり、基本的には、ｅ－Ｓｔａｔの統計表アクセス件数に、統計ダッシュボードの件数は含

まれていないと考えております。 

○福田委員 そういう統計も分かるような、今回はそれでもちろんいいのですが、今後、統計ダッシュボ

ードが非常に使いやすくて、利用も広がるので、それの利用状況とかも含めて何か御報告いただけると

いいのかなと思います。 

○沼川総務省政策統括官（統計制度担当）付統計企画管理官室企画官 承知いたしました。こちらも、ｅ

－Ｓｔａｔの今後の展開につなげるためには、利用実態の的確な把握は有用と考えていますので、統計

表ダウンロード件数だけでなく、データベース利用件数とか、ＡＰＩリクエスト件数とか、いろいろなも

のが詳細に分かるように努めていけたら、と考えております。 

○椿部会長 どうもありがとうございました。 

 ほかはいかがでしょうか。よろしいでしょうか。 

 それでは、続きまして、ただ今の報告を踏まえて、統計委員会における審議の具体的な進め方及び審議

事項について審議させていただきたいと思います。 

 部会長として、事務局に指示して、お手元の資料２のとおりまとめましたので、この場で提案させてい

ただきます。 

 それでは、これに関しまして、事務局から説明をよろしくお願いいたします。 

○赤谷総務省統計委員会担当室次長 統計委員会担当室です。 

 資料２－１を御覧いただければと思います。令和６年度統計法施行状況に関する審議についてという

ペーパーです。 

 基本的な考え方ですが、ここに書いてあるとおりのところで、２パラを御覧いただきたいと思います。

今年度の統計法施行状況については、効率的かつ重点的な審議を行って、その審議内容をより意義のあ

るものとするために、重要事項を絞り込んだ上で審議を行うこととしたいという考えです。 

 ２番に審議の具体的な進め方というのが書いてありますが、まず、方法及びスケジュールです。７月と

書いてあるのは、これは本日の審議のことです。令和６年度の報告、そして、審議について企画部会に付

託、これは既にされましたというところです。そして、施行状況についての報告、これも今あったところ

です。そして、審議の具体的な進め方及び審議事項の決定、これが今の議題です。 

 それを踏まえて、８月においてヒアリングを行い、９月に取りまとめを行うというスケジュールを想

定しております。 

 審議事項を重点的に何とするかというところですが、令和６年度は第Ⅳ期基本計画の２年度目に相当

いたします。なので、これまでの審議内容を踏まえつつ、有意義かつ効果的な審議を行う観点からという

ことで、この２点の条件に合致するものを選定するということで、資料の２－２の方に、公的統計の整備

に関する事項の進捗状況を網羅的に記載しておりますが、その中からこの条件２点に合致するものを選

定するということで考えております。 

 まず１点目、実施時期が令和５年度（2023年度）または令和６年度（2024年度）からとされているもの

ということで、実際に取組が始まっているものに限定しましょうということです。 

 そして、２点目、各府省における取組が進捗しており、かつ統計委員会（分科会及び部会を含む）にお

ける審議が過去２年間行われておらず、今後も予定されていないものということで、ほかにこの案件に

ついて審議する場が統計委員会の周辺ではないというものを選定するということです。 
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 そうした結果、部会長の指示に基づき、また、委員の先生方にも御相談しつつ、２点選定したというの

が資料２－１の別添というところです。 

 １点目が、総務省の担当する消費動向指数（ＣＴＩ）です。２点目が、２つ目が観光庁の所管する宿泊

旅行統計調査、旅行・観光消費動向調査及び訪日外国人消費動向調査。こちら、最後につきましては、イ

ンバウンド消費動向調査として調査を実施しているところでありますが、この２項目につきまして、い

ずれも何がしかの進捗が見られ、当委員会としても、その施行状況を推進していこうというもので選定

をしたというところです。御確認ください。 

 以上です。 

○椿部会長 御説明ありがとうございました。 

 この審議事項につきましては、事前に委員の先生方に意見を伺ったところですが、特段の御意見はな

かったと承知しております。 

 また、限られた時間による審議を考慮して、今回の審議事項は２件に絞らせていただきました。 

 それでは、ただ今の事務局からの御説明につきまして、御質問あるいは御意見等あれば、よろしくお願

いいたします。よろしいでしょうか。 

 それでは、令和６年度の統計法施行状況に関する審議についてお諮りいたします。 

 令和６年度統計法施行状況に関する審議については、資料２－１の案のとおりとしてよろしいでしょ

うか。 

（「異議なし」の声あり） 

○椿部会長 どうもありがとうございます。異議なしと認めます。それでは、案のとおりとさせていただ

きます。どうもありがとうございました。 

 それでは、次回の部会において、ただ今、御了解いただいた内容に沿って審議を進めたいと思います。

いずれも重要かつ関心の高い問題、課題となりますので、皆様方、よろしくお願いいたします。 

 本日用意いたしました議題は以上となります。 

 それでは、次回の企画部会の日程について、事務局から連絡をお願い申し上げます。 

○谷本総務省統計委員会担当室長 事務局です。次回の企画部会については、日程調整中です。日時、場

所につきましては、別途御連絡いたします。委員会、企画部会と、長時間にわたる御審議、誠にありがと

うございました。 

 事務局からは以上です。 

○椿部会長 それでは、以上をもちまして、第43回の企画部会を終了したいと思います。 

 まだ暑い日が続きますので、是非お体を大切に。私も夏風邪でちょっと大変なのですが、お体を大切

に、また次回、お会いできればと思います。本日はどうもありがとうございました。 


